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　“ 大多数を救うために，少数を犠牲にしなけれ
ばならない ” という道徳ジレンマ状況は， “ 最善




















が あ げ ら れ る（Thomson, 1985 : Table 1， 2 を 参











Effects of consideration strategies on judgments in moral dilemmas 
Masashi Soma (Graduate School of Contemporary Psychology, Rikkyo University), and




In moral dilemma, such as that in which an individual is sacrificed to save the majority, moral judgment 
studies have shown that a utilitarian judgment (morality serves to achieve social benefits) is chosen more 
than a deontological judgment (morality is accepted as a universal law) in some dilemmas (when utilitarian 
judgment is intuitive), and deontological judgment is chosen more than utilitarian judgment in other 
dilemmas (when deontological judgment is intuitive). Psychological research suggests that, when it is 
difficult for people to consider or retrieve the specific type of cognition requested, they are more likely to 
spontaneously consider or retrieve unrequested cognitions, and the presence of these unrequested 
cognitions can affect judgment. In this study, we examined the effect of intuitive and unintuitive 
consideration strategies on moral judgment. The results showed that the consideration strategies have 
some effect on moral judgment and that considering an alternative strategy partially facilitates the control 
process. 









mer ville, Nystrom, Darley, & Cohen, 2001 ; Hauser, 















ことを脳科学的に証明した（Greene & Haidt, 2002 






















の左側の線路の先には，5 名の作業員が働いています。一方右側では 1 名の作業員が働いています。もしこのまま






























（Greene, Cushman, Stewart, Lowenberg, Nystrom, & 
Cohen, 2009）， （b）被害を受ける個人が自身を含
む場合（Thomas, Croft, & Tranel, 2011）， （c）社会
的感情（罪悪感・同情）や恐怖感情，認知的葛藤
が生じる場合（Greene et al., 2001 ; Koenigs, Young, 
Adolphs, Tranel, Cushman, Hauser, & Damosio, 
2007 ; Thomas et al., 2011）であることを示してき
た（Table 4 を参照）。
　近年の脳イメージング研究（Kahane, Wiech, 
Shackel, Farias, Savulescu, & Tracey, 2012）は，道
徳ジレンマ課題の種類と道徳判断との対応関係を








































































を見いだしている（Hirt & Markman, 1995 ; Sch-
warz, Bless, Strack, Klumpp, Rittenauer, & Simons, 






略（consider an alternative : 以下，“ 多様な考察 ”











（Hirt, Kardes, & Markman, 2004 ; Sanna, Schwarz, & 






































































































に尋ねた（1： とても易しい 　 7： とても難し
い）。統制条件は何も理由を書く操作は行わな
かった。その後，各条件の実験参加者に，Ritov / 
Baron 法の手続きをとり（Baron & Ritov， 2009），
義務論の選択率を測定した。この方法は，“ 下流
の 2 種の魚を犠牲にしてしまいますが，あなたは
ダムを開きますか ” と，“ 下流の 6 種の魚を犠牲
にしてしまいますが，あなたはダムを開きます
か ”，“ 下流の 10 種の魚を犠牲にしてしまいます
が，あなたはダムを開きますか ”，“ 下流の 14 種
の魚を犠牲にしてしまいますが，あなたはダムを
開きますか ”，“ 下流の 18 種の魚を犠牲にしてし
まいますが，あなたはダムを開きますか ” という
質問に実験参加者はそれぞれ “ はい ” か “ いい
え ” で答えてもらい，“ いいえ ” を選択した割合






実験 1， 2 のプロセス



























意傾向が見いだされた（t （58） = 1.91， p < .1）。ま
た義務論判断の選択率を従属変数とした一要因分


















定感情反応や葛藤を伴う（Botti, Orfali, & Iyengar, 
















































































の検定を行った結果，有意となり（χ2 （1） = 5.46， 
p < .05），治療の維持の選択率は .597，治療の撤















































（3, 156） = 7.11， p < .001）， 多 重 比 較 に よ る と
（Bonferroni 法），功利主義への考察条件は，義務
論への考察条件よりも高く， 有意傾向があり



















































































































かでない。実験 1 と実験 2 の全体を通して，考察
方略の効果に一貫性がみられなかった。先行研究
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